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視覚領から起こる投射線維群K，終止核を異にす ち，先が径 3mmの球形をした歯科用ドリ jレを高速
る種々のものが含まれていることを， Monakow 度で回転しながら先の球が皮質内に埋もれるまで静 
>， )，(1889)<24 Probst ('02)(31)， Minkowski ('13)<21 かはあてがった。上述の破壊方法によると，傷の 
， 深さは組織学的にみても白質の表層に達する程度 Barris，9)(1('35)Mettler >，('27-'28)<30Poljak 
Nauta & Bucher <3>，('35)Ingram & Ranson 
('54) <2fi)，Beresford ('61)<4)および Altman('62) 
(2)などが明らかにした。しかし， ζの人々が行った 
研究では，一般に大脳皮質に与えた傷が大きく，加
うるに用いた動物の数が少ない。したがって，傷か
ら生じた投射線維群について，はたして視覚領固有
のものであるか，あるいは周囲の皮質から起ζった
ものであるかとの検討が充分でなく，またそれら線
維群の起始領野と終止核との閣の細かな対応関係に
ついても明瞭でない。
本研究では，猫の大脳半球外側面の視覚領および
周囲の皮質の各部に小さな傷を与え，それぞれの傷
から起乙る投射線維群について，その起始領野を定
め，またこの起始領野と終血核との局在的対応関係
を明らかにすることを目的とした。
材料と方法
本実験には 22匹の成猫を用いた。それらのうち
16匹では 1側性に，残りの 6匹では両側性に大脳皮
質を破壊した。その方法はミンターJレ麻酔下で無菌
的に目的の脳回を露出し，脳軟膜を軽く傷つけたの
であって，他の目前回からの投射線維をそこなうこと 
はない。 7こだし幅のせまい脳回， 特は後側回 (G. 
la teralis posterior) では内側に隣接した膨大後
回 (G. postsplenialis) の一部を傷つけざるをえ
なかった。次に大きな傷を作る時には，上述の操作
をくりかえして大きくした。 しかし， 27号と 28号
の2例では研究の主目的が皮質外側膝状体路の有無
を明瞭にすることにあったので，電気焼灼で大きく
こわした。
手術後の生存期間は 7日ないし 10日間と定め，
乙の時期にミンタール麻酔下で心臓から 10%の中
性フォルマリン液を濯流し，脳を摘出した。乙の材
料をさらに 10日以上 10%の中性フォルマリン液で
後固定したのち， 30μ の凍結連続切片とし，その 4
枚l乙1枚の割で採った。後者についてはさらに 3群
にわけ，そのうち 1群には Nauta染色の Laidlaw
変法(25)をほどこし，残る 2群については，必要に応
じて Nauta・Laidlaw染色ないしクレヂール・パイ 
オレットによる細胞染色を行なった。
なお本研究では，参考として網膜を吸引した 3例
および他の研究目的で既に報告(29)した数例の所見
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も利用したが，それらの Nauta標本も上述の方法
で作った。
所 見
各例の所見は脳回ごとにまとめて記載することに
した。傷から生じた変性線維群のほとんどすべてが
傷側に投射していたので特別な断わりがない限り傷
と同側性であることを意味する。なお，実験例の大
部分では左半球が傷つけられたが，一部の例では右
半球が傷つけられた。しかし，傷の位置および大き
さを比較しやすくするため，後者のような場合でも
こ。7傷を左半球に投影して図を作製し 
後側回 (G.lateralis posterior)の傷の諸例(図 
1，1-6号〉
この脳回がこわされたのは 6例である。乙れらの 
例ではいずれも後側回 (G.lateralis posterior)の
みならず膨大後四 (G.postsplenialis)の投射線維
も若干そこなわれていた。それらのうち 1号および 
2号の傷はこの脳回の背側部l乙" 4号， 5号および
6号のそれは腹側部に，残る 3号のそれが中間部に
それぞれ限局していた。 
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図1. 各実験例の傷を示す
後側回 (1-2号)，後 S上回 (7-10号)，
後 S外回 (11-15号〉
まず中間部がそこなわれた 3号で，その変性線維
群をみると，前方，ついで腹方にすすみ，外側膝状
体背側核 (Nuc1.dorsalis corp. genic. lat.)の
背外方の白質に達し，以後経過を異にする 3群にわ
かれた。乙れらのうち内側に向うものが最も多い。
の尾半pul vinaris) 1.(Nucこの内側群は視床枕核 
の高きでζの核を通過し，またその間，終止前線維
を与える。終止前線維が出現するのは尾端に近い高
きであり，前額断の切面でみると通過線維と直交す
るように背腹方向に一層細かな念珠および頼粒状変
性から成立つ変性線維域を作る(写真2)。本核の
通過線維群は尾高につれて次第に背側および内側に
おla teralis posterior) 1.(Nuc移動し，後外側核 
よび視蓋前域 (Pretectum)をへて上丘の浅白質層
(Str. album superficiale)に至る。乙の経過中，
後外側核に終止するものはみあたらない。視蓋前域
では特に視蓋前核 (Nuc1.pretectalis; BUCHER 
& NAUTA '53)(9)に終止前線維を与える。上丘の 
浅白質層では一層細かな頼粒状変性になり，特に浅 
灰白層 (Str.griseum superficialめに放散して
終る(写真6)。その終る高さは前および尾端部を
除くほとんどすべての高きである。また前額断の切
面では内側 1/3域内の外側部を中心とした域に終
る。
次の変性線維群は外側膝状体背側核の外側を囲む
白質内を腹内方lζ移動し，外側膝状体腹側核 (Nuc1. 
ventralis corp. genic. lat.)に終るもので， 量は
上述の内側群に比べてはるかに少なし、。
第3の変性線維群は外側膝状体背側核l乙終るもの
である。恐らく染色度に関係したと思うが，経過お
よび終止の全域を明らかにするには染色された変性
線維の量が少なすぎた。そ ζでとれについては，所
見がいく分明瞭な 4号で述べる乙とにする。
傷が上述の 3号より一層腹側に存在する 4号， 5 
号および6号においても，終止核については 3号の
それとほとんど変わりなかった。ただし，外側膝状体
背側核lζ終るものは，上述の如く， 4号ではかえって
はっきりとした。そ ζで乙のものをみると，核の尾
半の高きで現わ土t，H i1um (HAYHOW '58)(14)を
経由した細かな頼粒状の変性線維群が背側の A層
および Ar層 (HAYHOW'58)(14)に散り(写真 4)，
また多少遅れて腹側のそれらの層にも投射してい
た。 5号および6号では， この変性がみえなし、。次
に上記3例のその他の線維が終止する局在について
みると， 3号の場合とほぼ同じか，あるいは多少尾
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方よりであるような印象をうけた。ただ上丘におい
ては多少異なり， 4号では 3号に比べて一層内側に 
局在し， 5号および6号では最内側部に投射してい
7こ。
傷が一層背側に限局した 1号および2号でも，終
止核については前述の 3号の場合とほとんど変わり
なく，変性線維の局在関係で多少の変化を示したに
すぎない。すなわち変性線維群は，視床枕核の前端
が出現するとすヤこの核に入り，はじめ外側，つぎ 
に中央， のちに内側で一層細かな終止前線維を背
腹方向に放出しながら本核を通過し， また一部に
後核 (Nuc1.posterior; JASPER & AJMONE-
MARSAN '54)(14)の背側部も通り，ついで後外
側核屠部および膝状体上核 (Nuc1.supragenicula.. 
tus)などをへて視蓋前域に至る。後外側核ではほ
とんど通過線維のみであるが，視床枕核に接した外 
側部では，多少終るものがあるかもしれない。視蓋
前域では，視葦前核に終止前線維を与えて，やや
腹側域を通過し， 次に上丘では，切面の中央域附
近に投射していた。外側膝状体背側核と腹側核の
状態は，先の 3号の場合とほとんど変わりなかっ
Tこ。
後 S上回 (G.suprasylvius posterior)の傷の
諸例(図 1，7-10号〉
この脳回は 10号， 9号， 8号および7号の 4例に
より腹側から背側i乙向って次々と乙わされ，そのう
ち最後の傷は隣の中 S上回にも多少及んでいた。
乙れら 4例の傷から生じた変性線維の終止核は，前
述の後側回の場合とほとんど変わりなかった。変性
線維の局在関係でも，本脳回の腹側部の傷は後側回
の腹側部のそれに，また背側部の傷は背側部のそれ
に対応するといったような関係であって，特筆すべ
きものは何もなかった。ただし外側膝状体背側核の
みは例外で， 4例とも全く変性がみられず， もし，
乙の脳回が背側核l乙投射するようなことがあって'
も，極めて僅少であろうと考えさせられた。
後 S外回 (G. ectosylvius posterior)の傷の
諸例(図 1，11-15号〉
この脳回をこわレた 5例のうち，傷が特l乙尾背側
隅に限局した 1倒 (11号〉で、は， 先の後 S上回の
傷の諸倒と同様，視床枕核，視蓋前核，上丘および 
外側膝状体腹側核などの諸核に至る変性線維群をか
なり僅少ながらみることができた。変性線維群の局
在関係を上正でみると，中央1/3域を主とした領域
をしめ，後 S上回の背側部の傷の場合とよく似てい
Tこ。しかし，本例の傷については，さらに説明を加
える必要がある。それは， 本例の後 S上溝と中 S
上溝との交会部が，他例のそれに比べて著しく尾背 
方lζ曲り，傷のあった尾背側隅がはたしてこの脳固
に属するのか，あるいは後 S上回の一部であるのか
明瞭でなかったととである。
きて本脳回では上述のような 1例もあったが，先
の後 S上回とは本質的に異なった脳回であり，残る
4例ではいずれも被殻に投射していた。また既述(29)
の聴覚領国有の投射線維群の一つ，すなわち下丘核
は終るものが中央部に限局した傷の 14号を中心と
し，さらに 13号および 15号でもみられた。との投 
射路は， A1域の傷の場合と異なり，対側ではほと
んどみえなかった。 
前側回 (G.lateralis anterior)の傷の諸例(図
1，16-21号〉
傷がこの脳回の尾部に限局した 16号では，後側
回の背側部をこわした 1号および2号に比べて外側
膝状体背側核に終るものがはっきりした。この投射
線維群は， そのほとんどが細かな頼粒状変性であ
り，前端部を除く核の前半高で出現し，背側の A層 
から腹側の Ar層に向って次第に少くなっていた。
本例でこの投射路がい〈ぷん明瞭になったのは，変
性量が増加したためでなくむしろ強く染ったためと
思われる。その他の終止核では外側膝状体腹側に終
るものがみえなくなった ζとを除いて，上記の 1号
および2号のそれと本質的な相違がなかった。 
16 
17 
21 
回 2. 各実験例の傷を示す 

前側回 (16-21号)， 中 S上回 (22-26号〉
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しかし， 17号および 18号， さらに 19号， 20号
および 21号と，傷の位置が一層前方に移るにつれ， 
局在関係についてはもちろんのこと，終止核につい
ても相違が現われた。乙の乙とをこれまでの視床枕
核，視蓋前域および上正などに投射していた線維群
でみると， 17号および 18号のそれは一層前方の高
きで現われ，後外側核が出現するとまもなく視床網
様核 (Nucl.reticularis thalami)経由で本核に
入り， 一部はここに終るが(写真 1)，大部分のも
のはさらに遅れて視床枕核の前腹側部を通過してき
た線維群を加え，本核の腹側部および膝状体上核を
経由して視蓋前域に至る。視蓋前域では一層深部を
通過し， その際，視蓋前核のみならずその腹側に
ある深視蓋前核 (Nucl.pretectalis profundus， 
BUCHER & NAUTA，'54<9¥ Nucl. posterior， 
SNIDER & NIEMER. '61)<33)の背側部にも終止
前線維を与えるようにみえる。ついで本域を通過し
たものは上正の浅白質層および浅灰白層の外側部 
(17号〉ないし最外側部'(18号〉に終る。上述の投
射線維群を傷の位置がさらに前方に限局した 19号， 
20号および21号でみると， 後外側核の出現と同時
にこの核に入り，またこの核に終止し，視床枕核l乙
終るものはもちろん通過するものもみあたらな ~'o
さらに上記3例中 19号と 20号の 2例では上丘に投
射するものもない。 しかし 21号のみでは， 明瞭な
所見でないが，深視蓋前核の背側部から上丘の中間
白質層 (Str.album intermedium)にかけて少量
のものが終りそうにみえた。次に後側回の傷の諸例 
とも異なり外側膝状体腹側核に終るものもみえな
以上の諸変化に加え，傷がこの脳回の前半に局在
する 21号， 20号， 19号および 18号では， さらに
尾状核および橋核に終る投射線維群も出現した。
中上 S回 (G.suprasylvius medius)の傷の諸
例(図 2，22-26号〉
22号および23号の傷はこの脳回の尾端部にあっ
?こが， これらの傷から生じた投射線維群は，後上 S
回の背側端をこわした 7号のそれと変わりなく，ま
た後側回の背側端がこわされた 1号および2号と
も，外側膝状体背側核に終止するものを除けば本質
的な相違がなかった。
しかし， 24号， 25号および 26号の如く傷の位置
が一層前方に移ると，投射線維群には著しい変化が
生じた。これをこの脳回の中央部附近の傷である 25
号でみると， 傷から生じた変性線維群は尾状核，
背外側核 (Nucl. lateralis dorsalis)，外中心核
(Nucl. centralis lateralis)，後外側核，深視蓋前
核，上丘の中間白質層，中脳網様体の背外側部，視
床網様核の腹側部， 不確帯 (Zonaincerta)およ
ぴ橋核など多数の諸核に終った。また多少不明瞭で
あるが，視床枕核， 正中中心核 (Nucl. centrum 
medianum，]ASPER & A]MONE-MARSAN 
'54)(17)および外側膝状体腹側核に終るものもあるよ
うにみえた。傷の位置がすヤ尾方にある 24号の所
見も，一般に変性線維の量が少いということを除け
ば，上記の 25号のそれとほとんど変わりなかった。
また傷の位置が前方にある 26号の場合も 25号のそ
れとよく似ていた。しかし，視床枕核および外側膝
状体腹側核l乙終るものはみえなかった。
大脳半球内側面の傷の諸例(図 (3，27-28号〉 
27 28 
図 3. 各実験例の傷を示す
大脳半球内側面の傷の例 (27-28号〉
27号では前側回の尾 1/3域からその内側にある
膨大上回 (G. suprasplenialis)， 膨大田 (G. 
splenialis)および一部の膨大後四が，また 28号で
はすヤ前方で前側回，膨大上回および膨大田がそれ
ぞれ深部の白質に至るまで大きくとわされていた。 
28号の標本はこれまでの諸例のように前額断であ
るが， 27号のそれは矢状断である。 とれら 2例の
傷から生じた変性線維群は前側回の尾部および後側 
回の背側部がこわされた 16号， 1号および2号のそ
れと比べて何ら本質的相違がなかった。しかしその
変性量は上記の 3例に比べてはるかに多かった。し
たがって，それらの諸傷で不明瞭であった投射線維
群，特K外側膝状体背側核に終止するものについて
は一層明瞭に観察することができた。 28号でそれ
をみると 16号と同じく核の前半に投射していた。
また 27号は矢状断の標本なので前額断のそれにあ
てはめてみると， 28号のそれよりやや尾高に投射し
ているようにみえた。この投射線維群は図 4の如く
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域を含まないのかといえば，必ずしも第 17野のみ
に限定する必要はなさそうである。例えば， Poljak 
('27-'28)(30)によると， 外側膝状体背側核から起こ
る膝状体皮質路は， 第 17野のみならず， さらに若
干であるが周囲の皮質(第 18野〉にも投射すると
述べている。また電気生理学的な研究方法による
野18は光刺激に対して第33)<18)(' Kornmullerが，
でも反応がえられたといい，その後の Talbot ('42) 
(34)および Woolsey('47)く40)らは，反応様式の相
違から視覚領を Vr域と VI域に 2分し，前者は第 
17野lζ，後者は第 18野にそれぞれ相当すると述べ
ている。そこで，著者も一応後者仰としたがって第 
17野のみをさす時には一次の視覚領と呼び，さらに
図4. 失状断切面で外側膝状体背側核 l乙
おける変性の局在を示す (28号〉
彼らが示した第 18野， すなわち前側回の中央 1/3
域， 中 S上回の尾端部および後 S上回を加える時
前背方から尾腹方l乙向ド，交叉性視神経線維が終る には広義の視覚領と記載する乙とにした。 
A層のみならず，同側性視神経線維が終る Ar層の 皮質線条体路
神経細胞間に細かな頼粒状変性となって終る。 B層 大脳皮質から線条体に至る投射路の有無について
に終るものがあるか否か明瞭でない。なお，問題の は， Meynert (1872)<20)にはじまりその後の多数の
投射線維群については，前額断の標本より矢状断の 人々によって論議された。しかし，用いた標本が不
ものの方が観察しやすかった。 適当であったため，論議のわりに充分な成果があが
らなかった。 そとで Glees ('42)(12)は， 変性軸索
考 案
を染めるために新な鍍銀法を考え，乙れによって皮
各投射線維群について考案する前K，それらの起 質線条体路の存在を確定的なものにした。その後の
始領域と密接な関係にある視覚領が，大脳半球外側 Smith ('56)く32)，Whitlock & Nauta ('56)<38)お
面のどの部分をしめているかということについて明 よび秋葉 ('60)<1)らは，前頭葉ないし側頭葉の傷と
らかにしておく必要がある。そこでまず，一般に視 線条体との関係を明らかにしている。
覚領とされている Brodmann('06)<7)の第 17野の また最近では Webster('61)<37)，三橋 ('62)<23)
領域的広がりをみると，大脳半球内側面からさらに および Carman，Cowan & Powel1('63)<10)らが，
外側面に広がり，前側回および後側回をしめると ラット，猫および兎の Nauta標本を用い，それら
いうことになっている。外側面についてさらに詳 の動物の大脳半球と線条体との局在的対応関係を詳
細にみると，後側回については，諸家の間でもほ 細にした。上記の後3者の間では，多くのことがー
とんど問題がないが，前側回への広がりについて 致したが，視覚領も皮質条体路の起始領野に含まれ
は，次に述べるように若干の相違がある。すなわち るか否かという点では異なった。すなわち三橋によ 
Winkler & Potter ('14)<制および Gurewitsch れば，猫では含まれる可能性が少ない。 しかし， 
& Chatschaturian ('28)03)らによれば，その広が Websterおよび Carman_，らによると， ラットお
りは尾 1/3域程度であるが， Brodmann ('60)<7う よび兎の視覚領，特に Brodmannの第 17野の全 
Minkowski ('13)(21)および u'Leary('41)<28)など 域がそれに含まれるという。そこで，著者は上述の
によると，それよりも多少広いのである。しかし後 問題点K特に注意してしらべてみたが，所見は三橋
者らの場合でも尾半域を乙えてさらに前方まで広が のそれとほとんど変わりなかった。すなわち図 5~ c::
るζとはない。したがって，大脳半球外側面では前 示したように，皮質線条体路の起始領野はその尾部
側回の尾 1/3域ないし尾半域から後側固におよぶ領 が前側回の前半， 中 S上回の前 2/3および後 S外
域が第 17野で， また視覚領で、あるとしてもさしつ 固にとどまり，それより尾方に広がらなかった。換
かえないと思う。次に問題を一歩進め，第 17野の 言すれば， 乙の起始領野は第 18野の一部と重なり
みが視覚領か， あるいは視覚領は第 17野以外の領 うるが， その尾方にある第 17野とは何の関係もな
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図 5. 線条体へ投射する皮質領域
(黒色の傷が投射し，白色のそれは)
投射しない。
いのである。したがって猫では，前に述ベナこ如く，
第 18野を視覚領K含めた時にのみ， 皮質線条体路
は視覚領からも起乙りうる。
皮質視床路〈後外側核，視床枕核〉
後頭葉が視床外側核および視床枕核と密接な結合
関係にあるととを提唱したのは Monakow (1889) 
<2のである。ついで， 乙の問題を猫の Marchi標本
でしらべた Probst ('02)<30は，上記の結合には皮
質から視床外側核および視床枕核l乙投射するものが
含まれ，また乙れら投射路の起始領野は視覚領であ
るとした。 しかし同じく猫の Marchi標本を用い
た Barris，Ingram & Ranson ('35)<3)によれば，
有線領 (Areastriata)はもとより有線芳領 (Area
parastria ta)からも後外側核および視床枕核に投
射する線維は起こらなし、。また猿の Marchi標本
有線領からそれらも，('35)<10)Mettlerを用いた
2核に投射する線維がないという点では Barrisら
lと一致したが，第四野および第 19野が視床枕核に
投射し，乙れら両野を除くその他の頭頂葉が後外側
核に線維を与えると述べた点では彼らと見解を異に
した。要するにこれまで Marchi標本を用いた人
々はこの問題について充分解決していない。しかし
最近の Nauta標本を用いた人々も，次に述べるよ
うに、決してとれを解明したとはいえないのである。
すなわちラットのそれを用いた Nauta & Bucher 
('64)<拘によれば，有線領からは後外側核の腹外側 
1/4域に終止する線維が起乙り， また稀に膝状体上
核に終止するものもみられるという。しかし，猫の
それを用いた Beresford ('61)<4)によれば視覚領を 
含む大きな皮質の傷から後外側核，視床枕核および
後核lζ至る変性線維が生ずるが，真の終止核は後核
のみで他の 2核のそれは通過線維であるという。ま
た同じく猫を用いた Altman ('62)<2)は視覚領(前
側回および後側回〉から視床枕核および後核lと著明
で，後外側核および膝状体上核に軽度な変性線維が
投射されると述べているのである。
著者の所見は上記の Altmanのそれに近く，視覚
領を乙わした時には，傷の部位にしたがって後外側
核，視床枕核，後核および膝状体上核に達する変性
線維群をみた。しかし彼とも異なり，真の終止核は
後外側核と視床枕核のみであって，他の 2核では通
過線維をみているのにすぎない。また後外側核と視
床枕核の 2核は，上述の如く視覚領からの投射線維
を受けるが，視覚領内でも傷の位置が異なると後外
側核のみ，あるいは視床枕核のみが受取るというこ
ともお ζりうる。さらに Mettlerが述べたように，
乙れらの 2核は視覚領以外の領野からも投射線維を
受取る。換言すれば後外側核および視床枕核に投射
する皮質領野があって，そ乙 l乙視覚領が重なってい
るともいえるのである。そこで乙の関係を一層明ら
かにする ためそれぞれの皮質領野をみると次のようJ
になる。まず後外側核の;それは中 S上回および前
側回をしめ，投射線維の量は脳回の前半に多く，尾
半?で少ない。次に視床枕核のそれは後 S上回および
後側回をしめ，さらに一部が後外側核の皮質領野で
ある中 S上回の尾半および前側回の尾部附近K向
って広がり， また稀であるが後 S外回の一部にも
およぶ。他方，視覚領の範囲については前述した 
が， Talbot ('41)および Woolsey ('47) らにし
たがし、 V 1および V n域にしてみると，前側回の
尾 2/3，後側回，中 S上回の尾端部および後 S上回 
をしめる。したがって視覚領は後外側核，特に視床 
枕核の皮質領野と局在的によく重なっているのであ
る。しかしこの重なりが完全でなく，なお一部に重
ならぬ部分が残されているということは重大で，後
外側核および視床枕核への投射路が視覚領固有の投
射路でないという考えに根拠を与えるものと思う。
皮質外側膝状体路
視覚領から外側膝状体l乙投射する線維の存在を最
初に主張したのは Probst ('02)<3わである。 Nauta 
& Bucher ('54)<2めによれば， この Probst説は 
その後の若干の人々によって支持されたというが，
彼と同じく猫の Marchi標本を用いた Barris，
Ingram & Ranson ('35)く3)からは否定されてい
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る。しかし Marchi標本より一層鋭敏な Nauta標 
本を用いた諸家，すなわち Nauta& Bucher ('54) 
(26)，Beresford ('61)(のおよび Altman('62)(2)ら
は，いずれも皮質外側膝状体路の存在を認めた。特
に猫の標本を用いた Beresfordは本投射路の外側
膝状体背側核における終止の状態を詳しく観察し，
また， Altmanはその量についてふれ，前側回およ
び後側回から外側膝状体背側核に至るものが，他の
諸核l乙至るものに比べて驚くべきほど僅少であると
述べている。
著者の場合も Nauta標本を用いた上記の諸家と
同じく，視覚領から外側膝状体の背側核および腹側
核に至る変性線維をみる乙とができた。それらのう
ち背側核に至る投射線維の量はたいして多くないよ
うにみえたが， Altmanが述べたほど少ないとは思
われなl，"。その理由は，これを構成する線維がかな
り微細なので染色の過程中，容易に脱色される可能
性があり， また Altmanが用いた前額断の標本で
は矢状断のものに比べて一層みにくし1からである。
乙の背側核に終るものを矢状断の標本でみると， 
Beresfordが示したように核の前背側から尾腹側に
向って投射され， 交叉性視神経線維が終る A層お
よび同側性のそれが終る Ar層の細胞の周囲でみえ
なくなる。それより腹側の B層で終るものがあるか
否か明らかでない。また本線維群が比較的よくみえ
た前側回(実験， 16号〉および後側回(実験， 4号〉
の傷の例で局在関係をみると，前者は核の前半，後
者は尾半民投射していた。なお本線維群の起始領野
(図的をみると， Tal bot ('42) (34)および Woolsey
図6. 外側膝状体背側核へ投射する皮質領域
(黒色の傷が投射し，白色のそれは¥
投射しない。)
('47)(40)らの Vr域，すなわち Brodmannの第 17
野lとほぼ相当する領域であった。 Vn域，すなわち 
第 18野についてはiなお検討を要するが， tし本線
幹尚一
維群を投射するようなことがあっても極めて僅少で
あると思われた。
次に腹側核lζ終る変性線維群について述べると，
背側核に終るものに比べて太いものが多く(写真 5)，
前額断の標本でも比較的よくみえた。
しかし量はそれほど多くない。乙の投射線維を生
ずる皮質領野は， 図(図 7)の如く後側回および後 
S上回を主とし，中 S上回の尾半に向って多少広が
り， また個体差によると思うが後 S外回の一部に
も及んだ0・この視床枕核の起始領野は，広義の視覚
領とは尾方部でよく重なるが，前方では重ならな
い。次l乙起始部と終止部との局在的対応関係である
が，背側核の時のようにはっきりしなかった。
図 7. 外側膝状体腹側核へ投射する皮質領域
(黒色の傷が投射し，白色のそれは)
投射しない。/
乙の腹側核については，視覚系の皮質下の核とす
る説としない説とがあり， Minkowski ('20)(22)， 
Tsang ('37)(35)，Bodian ('37 
G九 '40くわ)， Giolli ('61)(11九'新見 ('61)<27)およ
び Hayhow，Sefton & Webb ('62)(15)などによ
，1)(213)(' Minkowskiれば視神経線維が終るが，
，Barris白)，Houwer ('23)<&Zeeman，Brouwer
Ingram & Ranson ('23)(わおよび Altman('62) 
ωらによると終らず，また Minkowski('13)<21)お
よび Waller &'Barris ('37)(加によればとの核は
皮質にも投射しない。しかし著者が網膜を剥離した 
3例の Nauta標本をしらべてみると，本核は視神
>，16く33)(' Hechst 
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経線維から交叉性のみならず同側性にも終止前線維 皮質上丘路は Monakow(1889)(23)により極めて
を受けていた。したがって本核が視覚系の皮質下核 早くからかなり詳細に観察されている。すなわち彼
であることはまちがいない。しかし，本核に投射す は後頭葉を大きくこわした猫および犬の材料から，
る皮質領域は背側核のそれとかなり異なり，また細 視覚領の第 IV層に存在する大型錐体細胞の軸索
胞染色標本でみると内側にある不確帯との連関性を が上丘の中間白質層に投射すると述べ， また眼球
必ずしも否定できない。したがって本核を視覚系の を摘出し， 網膜から起こる線維は上丘の浅白質層
独立核とみなすより，むしろ背側核と不確帯との細 に終るとした。視神経線維が上丘の浅白質層に至
胞が混じてできた複合核とみなす方が，本核に投射 ることは， その後の多くの人々 (Probst'02(31)， 
する起始領野の広がりを理解しやすし可。 Minkowski'13(21)，'20(22)，Barris， Ingram & 
皮質視蓋前域路 Ranson '35ω， Tsang '37(35¥ 新見 '61(27)， 
Probst ('02) (31)は猫の Marchi標本を用いて， Altman '62(2)， Hayhow， Sefton & Webb '62 
後頭葉の傷から上白ζ至る変性線維の一部が視蓋前 (15))によって問題なく支持された。 しかし， 視覚
域に終ることを示した。ついでこの問題は若干の人 領から中間白質層に投射するという乙とは問題で，
々によってしらべられたが，特に Barris，Ingram その後の Poljak('27-'28)(加によって一部認めら 
& Ranson ('35)(呂)により，本投射路の起始領野 れたがさらに浅白質層も加えられ，他方， Probst 
は有線領および有線穿領であり， 終止部は視索核 ('02)(31)によっては浅白質層，浅灰白層および帯状 
(Nucl.tractus optici)であるとされた。 Barris 層の 3層が終止部であると改められた。 Probst説
らの説は，そ、の後に猫の Nauta標本を用いた はその後の Barris，Ingram & Ranson ('35)<へお 
Beresford ('61)(めによって支持されたが， ラット よび近くは Nauta標本を用いた Nauta & Bucher 
の Nauta標本を用いた Nauta & Bucher ('54)く26) ('54)(26)，Beresford ('61)(4)および Altman('62) 
からは支持されなかった。後者仰とよれば，有線領 ωらによってほぼ認められ，さらに後3者らによっ
から生じた本投射路は主と'して視蓋前核に終り，深 て中間灰白層もつけ加えられた。
視蓋前核および視索核K終るのは少いのである。 上述の問題についての著者の所見は， Altmanら
著者の場合も，有線領から生じた本投射路は主と のそれに一致し，視蓋前域を通過した変性線維群は
して視蓋前核K終り，視索核lζ終るものはほとんど 浅自質層に達して一層細かな終止前線維にわかれ，
なかった。したがって，この点は Nauta & Bucher 一部に中間灰白層の背側部を含めた周囲に散るが，
の所見とよく似た。 しかし， Ba:rrisらが指摘した 浅灰白層の腹側部に終るものが特に多かった。しか
如く，皮質視蓋前域路が起こるのは有線領のみでな し帯状層では，彼らが述べたような変性がみられな
い。この投射路の起始領野は上丘の浅白質層民投射 かった。この層で稀にみられたものは，腹側の浅白
する領野とかなりよく一致し，前側回の尾2/3域， 質層から放散されたものである。
後側回および後 S上回をしめ，稀に後 S外国のー 上記の皮質上丘路の起始領野については，これま
部にも広がる。上記の起始領野と終止部との局在的 で有線領，有線芳領あるいは視覚領とされてきた
対応関係は，あまり明瞭でなかったが，前側回が核 か，記載された傷からみてはたしてそれらの領域に
の尾半部に，後側回および後 S上回が前半部に，ま 結びつけられるか否か疑問であった。著者の所見に
た両者の移行部附近が核の中央部の高さにそれぞれ よれば図 8のように，前側回の尾2/3域，後側回，
投射する傾向がみられた。 中S上回の尾端部および後 S上回をしめる領域で，
なお著者の実験例の一部では，上述の皮質視蓋前 また稀に後 S外回の一部にも広がっていた。 この
域路にはなはだよく似て，しかも別系統と考えられ 起始領野は Talbot('42) (34)および Woolsey ('47) 
る投射線維群がみられた。この投射線維群の起始領 ω〉らの V r域および VlI域を合せた領域よりいく
野は，上丘の中間白質層に至る投射線維群の起始領 分広い。しかし傾向として両者ははなはだよく似て
野とほぼ一致して中 S上回の前 2/3域をしめ，さら いる。したがって，逆に本投射路の起始領野が広義
に前側回の前半域にも多少広がる。すなわち，視覚 の視覚領を示すとしても過言でないかもしれない。
領をはなれた外側の領域で司ある。終止部位は視蓋前 次に従来の報告では，本投射路の起始領野と終止部
核のすくー腹側lζ接した深視蓋前核であった。。 との局在的対応関係が明らかで、なかった。しかし著r
皮質上丘路 者の所見によれば極めて明瞭な関係が成立ち，後頭
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図8. 上丘の浅白質層および浅灰白層へ
投射する皮質領域
(黒色の傷が投射し，白色のそれは)
投射しない。)
極の附近は前額断の標本で上丘の中央部附近に投射
し，前側回を前に進むと上丘の外側部にかわり，他
方，後側回および後 S上回を腹側にたどるにつれ上
丘の内側部に移った。
きて，上述の皮質上丘路のほかに，さらに別系統
の皮質上丘路がある。この後者についても一部の人
々 (Monakow1889(24)，Poljak '27-'28(切っは視覚
領から起こると考えていた。しかし，後者の起始領
野は中 S上回の前2/3域を主とし，多少，前側回の
前域ないし尾半域K広がった領域をしめる。換言す
れば，視覚領と多少重なる可能性があるが，それと
は全く別の領域である。他方，この領域から起ζっ
た線維群は深視蓋前核にかなりの線維を与え，その
残りが上丘の中間白質層に達し，主として中間灰白
層で終る。したがって起始および終止を異にするこ
の皮質上丘路は，視覚領から起こるものと別系統で
あるから，両者をはっきりと区別する必要がある。
皮質不確帯路
ラットの有線領をこわした Nauta & Bucher 
('54)(26)は大脳脚から背側の諸域に向う変性線維群
の一部が不確帯を通過し， その際， その尾外側部
に細かな終止前線維を与えるのをみた。所見の項で
述べた如く，著者も実験例の一部で不確帯に終る
変性線維群をみる ζとができた。しかしこのような
投射路を生ずる傷は，いわゆる視覚領のすヤ前方に
隣接した領域，すなわち中 S上回の前2/3域内氏限
局したものに限られた。したがって猫では，本投射 
路を視覚領固有のものとみなすわけにいかなし iO
皮質橋核路 
Probst ('02)(3わは視覚領から一部の皮質橋核路
が起ることを最初に提唱した。しかし彼が示した傷
は，本投射路の起始領野を視覚領とするには大きす
ぎた。その後再び猫の Marchi標本を用いてこの
問題をしらべた Poljak('27-'28)(30)は，本投射路
が中 S上回の中 1/3域で変性し，前側回尾半域の傷
でしなかったことを理由にして，本投射路の起始領
野は Brodmannの第 17野でなく，第 18野および
第 19野であるとした。彼の結論は猿の Marchi標
本を用いた Mettler('35)(19)によって支持された。
しかし，彼と同じく猫の Marchi標本を用いた 
Barris，Ingram & RansoI1('35)(3λは，中 S土回
の傷のみならず前側回の尾2/3域の傷でも本投射路
が変性したので，本投射路は第 18野および第四野
のみならず第 17野からも起こるとした。最近ラッ
トの Nauta標本を用いた Nauta & Bucherも，
有線領から橋核に至る投射路があると述べている。
著者は一部の実験例で皮質橋核路の変性をみるこ
とができた。乙のような例の傷は前側回の前半域お
よび中 S上回(ただし， 後者では尾端部附近を除
く〉の域内のものに限られている(図 9)。著者の
この所見からすれば， Poljakが前側回の尾半部の
傷で本投射路の変性をみることができず，またそれ
より多少前方まで広がった傷で Barrisらがこれを
認めたのも極めて当然である。 したがって Poljak
および Barrisらの論争は， 第 17野から皮質橋核
1 図 9. 橋核へ投射する皮質領域
(黒色の傷が投射し，白色のそれは)
投射しない。)
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路が生ずるか否かということでなく，むしろそれ以
前の問題，すなわち第 17野が前側回のどのあたり
までをしめるかという問題にほかならない。この第
17野の広がりについては，前にも述べた如く，一放
に尾 1/3域ないし尾半域までとされている。したが
って Poljakおよび Barrisらの論争では，これを
さらに前方まで広げようとした Barrisらの考えが 
無理であり，皮質橋核路が第 17野から起こらない
とした Poljak説が正しい。 
次に上述の知く， Poljakおよび Barrisらは共
に中 S上回の傷で本投射路の変性をみたので，第
18および 19野が本投射路の起始領野であるという
ことでは意見が一致しているが，著者の見解はそれ
と多少異なる。その理由は，一般に中 S上回の第 
18および第 19野は尾端部附近をしめると考えられ
ているにもかかわらず，著者の例で本投射路の変性
をみたのは前2/3域内の傷にすぎないからである。 
以上に述べた如く， 皮質橋核路は前側回で第 17野
と無関係になり， また中 S上回では第 18および第
19野との関係が薄くなったが， ζれらのことは次に
述べるように本投射路の起始領野が視覚領と全く無
関係であるということを意味するものでなし、。すな
わち著者の例中，前側回の最も尾方で本投射路の変
性を生じた傷は，同時に上丘の浅白質層附近にも至
る投射線維群にも変性を起こしたので， Talbotお
よび Woolseyらの VJI域に限局している可能性
が充分にあるからである。したがって本投射路の起
始域も広義の視覚領とは域的に重なりうる。 しか
し，その重なった領域は視覚領の前方のー領域にす
ぎない。
論
猫の大脳半球外側面l乙局在する視覚領および周囲
の皮質から起こる投射線維群を Nauta染色標本で
しらべて，以下の結果をえた。 
( 1 ) 一次の視覚領(第 17野).にほぼ相当した
領域から同側の外側膝状体背側核に至る投射線維が
生じた。一次の視覚領の域内でも，前側回をしめる
部分から起こったものは核の前半の高きで，また後
側回をしめる部分から生じたものは，核の尾半の高
さでそれぞれ投射していた。本投射路は核の前背側
から尾腹側に向い，交叉性および同側性視神経線維
がそれぞれ終る A層および Ar層のいずれにも終
止していた。 
(2) 広義の視覚領にほぼ相当した領域からは，
結
同側の上丘の浅白質層および浅灰白層に主として終
る投射線維が出現した。この投射路が前側回から生
じた時は上正の外側部氏，後頭極附近から生じた時 
は中央部Ir.，さらに後側回およぴ後 S上回から起こ
った時には内側部にそれぞれ対応して投射してい
た。
(3) 上記の皮質上丘路は，視蓋前域を通過する
際，主として視蓋前核に終る線維群を放出した。
(4) 外側膝状体腹側核および視床枕核のそれぞ
れに投射する起始領野は，ほほ同じ領域をしめ，後
側回および後 S上回を主とし， さらに中 S上回お 
よび前側回の尾方部に広がっていた。乙の起始領野
は，そのかなりの部分が広義の視覚領と重なる。
(5) 後外側核への投射領野は， 中 S上回から 
前側固に広がり，後者と広義の視覚領とが重さな
る。
(6) 尾状核および橋核へ至る投射線維群は一次
の視覚領からは起こらない。しかし広義の視覚領の
前方の一部からは起こりうる。 
稿を終るにあたり，本研究l乙貴重な助言を賜
わった福山右門教授，草間敏夫教授〈東大，脳
研)，新見嘉兵衛教授(徳大，解剖U)，また標本
の作製，写真およびその他で御援助下さった松
井千代子技官，池田和技官，久野恒一氏および
平井昭氏l乙深甚の謝意、を呈します。
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写真4.
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写真 5.
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写真 6.
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